
　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
　定期預金 10,000,000 0 0 10,000,000

小計 10,000,000 0 0 10,000,000
特定資産
　国際会議関係預金 13,900,000 0 13,900,000 0
　IMC開催準備金 8,800,000 0 0 8,800,000
　学術振興積立預金 22,370,671 0 0 22,370,671
　名簿刊行事業積立預金 3,500,000 0 3,500,000 0
　70周年記念企画事業資金 1,200,000 0 0 1,200,000
　国際会議事業特定資金 0 10,000,000 10,000,000
　第70回学術講演会記念事業資金 0 3,000,000 3,000,000

小計 49,770,671 13,000,000 17,400,000 45,370,671
合計 59,770,671 13,000,000 17,400,000 55,370,671

（単位：円）

科目 当期末残高
うち指定正味財産

からの充当額
うち一般正味財産

からの充当額
うち負債に対応す

る額

基本財産
　定期預金 10,000,000 10,000,000 0 0

小計 10,000,000 10,000,000 0 0
特定資産
　IMC開催準備金 8,800,000 0 8,800,000 0
　学術振興積立預金 22,370,671 0 22,370,671 0
　70周年記念企画事業資金 1,200,000 0 1,200,000 0
　国際会議事業特定資金 10,000,000 0 10,000,000 0
　第70回学術講演会記念事業資金 3,000,000 0 3,000,000 0

小計 45,370,671 0 45,370,671 0
合計 55,370,671 10,000,000 45,370,671 0

５.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

　ソフトウエア 345,030 345,030 0
合計 345,030 345,030 0

　　　　財務諸表に対する注記

1.重要な会計方針
　（1）固定資産の減価償却の方法

　（2）消費税等の会計処理
　　　ソフトウエアについては利用可能期間（5年)に基づく定額法によっている。

２.会計基準の変更
  平成20年度公益法人会計基準適用初年度のため、「公益法人会計基準の運用指針（平成20年4月11日（平成21
年10月16日改正）内閣府公益認定等委員会)」により、正味財産増減計算書の前年度欄及び増減欄については、
記載しておりません。

　なお、当年度より従来管理費としていたものを事業費として処理しました。それに伴う影響額は、15,583,866円で
す。

　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　　　消費税等の会計処理は税込方式により行っている。

３.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

４.基本財産及び特定資産の財源等の内訳


